
熱設計ソフトウェア FloTHERM導入事例
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技術企画室長 水谷彰宏氏（右）担当係長 篠田卓也氏(左 )

「FloTHERM導入で、実測との誤差
10％以内を達成し、開発期間・コス
トともに６～７割を削減しました。」

実験の置き換えになる高精度
シミュレーションを目指して

FloTHERM導入の背景
- ECU搭載環境の高温化 -

―  熱流体解析ツールにFloTHERMを選んだ理由は
なんですか
展示会でFloTHERMが電子機器に特化した解析ができることを知
り、 他の熱流体解析ソフト何点かと比較検討の上、FloTHERM導
入を決めました。

FloTHERMを選んだ理由は以下の３点です。

１．電子機器に特化した解析ソフトであること

２．実験の置き換えになるほどの高精度解析の可能性があること

３．CADと親和性があること

目標は、実験の置き換えになるくらいの高精度シミュレーション
です。 具体的には、実測との誤差10％以内での設計を目指しまし
た。そこまでの高精度が狙えるソフトはFloTHERMしかありませ
んでした。

―  目標の１０％以内達成までの道のりを教えてくだ
さい
導入から１年で誤差30％になり、実用化への手応えを感じました。
そして２年で10％を達成しました。 そこから量産の工程に落とす
までに更に１年かかりましたから、最初の１台が実用化するまで
に3年かかりました。

FloTHERMを使いこなすためのノウハウが確立していない時から
使用を開始しましたので、試行錯誤の繰り返しでした。

―　電子技術２部技術企画室の業務を教えてください
電子技術部ではエンジンを制御する ECU（electronic control 
unit）の企画開発を行っています。

―　FloTHERM導入の経緯を教えてください
FloTHERMをはじめて導入したのは2006年ですが、その少し前か
らエンジン制御ECUが、それまでの車室内からエンジンルーム内
に搭載されるケースが出てきました。

エンジンルーム内は車室内と比べ熱環境が20 ～ 30℃上昇します
から、熱設計が格段に難しくなります。ノートPCをエンジンルー
ムに置くようなイメージになるのですが、そもそも筐体内部が熱い
上に高温に設置することで半導体の寿命に関わってきます。

当初は試行錯誤しながら対応していたのですが、今後この傾向は加
速することが予測され、この対処法で間に合わなくなるのは目に見
えていました。

そこで、熱解析シミュレーションによるフロントローディングの確
立が必要だと考え、検討を開始しました。 2006年に１ライセンス
導入し、現在は９ライセンスを活用しています。

― １０％以内を達成できた要因はなんでしょうか
まず一番の成功要因であり、かつ一番苦労したところですが、素子
のデータを１つ１つ実測したことです。次に、社内の熱実験を集約
して技術の蓄積をはかったこと。最後に、エレメカ協調チームで取
り組めたことの３点です。

常に時流に先んじた技術開発で世界中の自動車メーカーに電装部品を供給し

ている株式会社デンソー。 エンジン用ECU（electronic control unit）の開発

においても世界に先駆けて熱解析シミュレーションの高精度化に取り組み、 

2010年には実測との誤差10%以内を実現した。 FloTHERM選定の理由およ

び実用化までの経緯を同社 電子技術２部 技術企画室長 水谷彰宏氏、同担当

係長 篠田卓也氏に伺った。
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この事例で使われているソリューション

―  熱流体解析ツールにFloTHERMを選んだ理由は
なんですか
展示会でFloTHERMが電子機器に特化した解析ができることを知
り、 他の熱流体解析ソフト何点かと比較検討の上、FloTHERM導
入を決めました。

FloTHERMを選んだ理由は以下の３点です。

１．電子機器に特化した解析ソフトであること

２．実験の置き換えになるほどの高精度解析の可能性があること

３．CADと親和性があること

目標は、実験の置き換えになるくらいの高精度シミュレーション
です。 具体的には、実測との誤差10％以内での設計を目指しまし
た。そこまでの高精度が狙えるソフトはFloTHERMしかありませ
んでした。

―  目標の１０％以内達成までの道のりを教えてくだ
さい
導入から１年で誤差30％になり、実用化への手応えを感じました。
そして２年で10％を達成しました。 そこから量産の工程に落とす
までに更に１年かかりましたから、最初の１台が実用化するまで
に3年かかりました。

FloTHERMを使いこなすためのノウハウが確立していない時から
使用を開始しましたので、試行錯誤の繰り返しでした。

6～7割の時間・コストを削減

―  FloTHERMの評価をお聞かせください
とにかくスピードが速い。量産設計するにあたって、絶対に必要な
のはスピードですが、FloTHERMは間違いなく速いです。

たとえば、１週間後にプレゼンに行くからとコンター図まで入れた
資料の作成を依頼されたとします。 スペックを聞いて、ECUを設計
し、１つの製品で条件を変えて30 ～ 50回の計算をします。 計算
だけとっても、以前は８時間程かかっていたのが今は半分の時間で
済むようになりましたし、 4000万ほどの大規模メッシュで解析で
きるのは、FloTHERMのスピードがあってこそです。

―  導入効果はどうでしょうか
FloTHERM導入前は、実機を作っての評価を繰り返し、量産まで
には相当の費用と時間がかかっていました。 特に新規性の高いもの
では、その回数も嵩みました。

FloTHERMでシミュレーションをするようになってからは、ほと
んどのケースで実機評価は２回で充分です。多いときでも５回で済
みます。

今はもう FloTHERMなしには仕事が回りません。 素子のデータ
ベースができていますので、2009年当時、モデル作成に1ヶ月か
かっていたのが今は２日で作成できます。

―  FloTHERMに対する要望があればお聞かせください
高精度シミュレーションを目指しましたので、FloTHERMの開発
元（米メンター・グラフィックス社）には多大なご協力をいただき
ました。解析を進める上で必要な機能をリクエストしたところ、積
極的に対応していただき、来日の時には来社してくれました。

メンター・グラフィックス社に対する提案は相当数書きましたし、
それは現在も続いています。

―  その提案でFloTHERM自体がよくなることがライバ
ルを利することになるという考えはないですか
そういう意見も耳にしますが、むしろ全体の底上げを目指します。
また、そんなことを言っている場合ではないとも思っています。 日
本のメーカーは一致団結して頑張らなければならない局面です。

―  構造計画研究所に対してはどうでしょうか
実は構造計画研究所のユーザになる前、「まだユーザではないです
が」とお願いして構造計画主催のユーザ会に出させてもらったんで
す。

「どうやったらシミュレーションの精度を上げることができるか」、
そればかりを考えていた頃でしたから、情報が欲しくてたまりませ
んでした。

ユーザ会に出てみたら、車のECUを手がけている会社は皆無で、
家電・重電・ゴルフ用品や化粧品など多様な業界の方たちと出会い
ました。

名刺交換しながら、「なぜこの業界で熱対策が必要なんだろう」と
思っていたのが、話を聞いてみると、どういった場面で熱対策が必
要になるのか納得できるんです。そうやって他業界でのモデルの作
り方や試行錯誤の様子をたくさん聞いたことが、ひらめきのタネに
なりました。

「あ、これをECUに導入したらいいんじゃないか」「これとあれを
合わせたらいけるんじゃないか」とヒントがたくさんあって、興奮
しました。

構造計画研究所は社歴が長く、構造系にも強みがあるのでユーザ層
が厚いです。筐体など他の面でも総合的に相談にのっていただきた
いと思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。
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― １０％以内を達成できた要因はなんでしょうか
まず一番の成功要因であり、かつ一番苦労したところですが、素子
のデータを１つ１つ実測したことです。次に、社内の熱実験を集約
して技術の蓄積をはかったこと。最後に、エレメカ協調チームで取
り組めたことの３点です。
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